明後日 は 自分の 誕生日。 久々 で 国に いるから 祝の 

おはぎ 

御 萩 を 食いに 帰れとの 事であった。 今日は 天気 もよ し、 

二、 三日 前の ようにい やな 風 もない。 船 も 丁度 あると 

来たので 帰る 事と 定める。 朝飯の 時 勘定 を こしらえる 

ようにと 竹さん に 云い 付ける。 こんど はいつ 御出で か 

はたな ま 

と 例の 幡多 訛りで 問う。 おれの 事 だからい つ だか わか 

らんと 云った ような 事 を 云うて ザブ/ \ と すまし、 机 

の 上 を ザット 片付けて 革鞫へ 入れる もの は 入れ、 これ 

でよ しと ヴァイオリン を 出して second piosition の 

ところ 

処を 開けて へ 調の 「アンダンテ」 を やる。 1st とち 

がって 何処かに 艷 があって よい。 袷 を 綿 入に 着かえ 



ている よう だ。 料理人 篠村 宇三郎、 かご 入りの 青海苔 

を 持って来て、 「これ は 今年 始めて 取れました ので 差 

上げます。 御 尊父 様へ よろしく」 と 改まったる 御 挨拶 

で。 そのうち 汽船の 碇を 下ろす 音が 聞え て 汽笛 一声。 

「サァ そろそろ 出掛けよう かご 「御 荷物 はこれ だけで ご 

r ィ ヤコ レハ 私が 持って行こう。 サョ— ナラご 「また 

御早うに …… ご 定 勝さん も 今日の 船で 帰校 するとて、 

背嚢へ 毛布 を 付けて いる。 今日は 船が よほどい つもよ 

リは 西へ ついている。 何処の 学校 だか 行軍に 来たらし 

えびちゃば かま 

い。 生徒が 浜辺に 大勢 居る。 女生の 海老茶 袴が 目立つ 

て 見える。 船に のる の だか 見送り だか 二十 前後の 



食って いる。 スグ また 室 を 出る。 鴨が 沢山つ いていて、 

釣船 もボ ッボッ 見える。 だいぶ 浦 戸に 近よ つた。 煙突 

の 下で 立ちながら めし を 食って いる 男が ある。 例の 

ボ— ィが cabin から いかがわしい 写真 を 出して 来て 

見せびらかしながら 会食 室へ はい つたと 思う と、 盛ん 

に 笑う 声が 洩れて 来た。 浪 がない から 竜王の 下の 岩に 

躍る 白浪の 壮観 も 見えぬ。 釣船 は そろそろ 帆 を 張って 

帰り支度 をして いる。 沖の 礁を 廻る 時から 右舷へ 出て 

たね ざき わらくえん 

種 崎の 浜 を 見る。 夏と はちがつて 人影 も 見えぬ 和楽 園 

の 前に 釣 を 垂れて いる 中折帽の 男が ある。 雑 喉 場の 前 

みぎわ 

に 日本式の 小さい 帆 前が 一艘つ いて、 汀に は 四、 五 人 



ほど 貝で も 拾って いる 様子。 伝馬に 乗って 櫂 を 動かし 

ている 女の 腕に 西日が さして 白く 見える。 どうやら 夏 

きぶね しゃ 

のように も 思われる。 貴 船 社の 前 を 通った 時 は 胸が 痛 

おびた だ 

かった。 玉 島の あたり ははら かた 釣りが 夥 しいが、 

女子供が 大半 を 占めて いる。 種 崎の 渡しの 方に は、 茶 

船の 旗が 二 つ 見えて、 池 川の 雨戸 は 空しく 締められて 

これ も 悲しい。 孕の 山に は 紅葉が 見えて 美しい。 碇 

を 下ろして 皆 端艇へ 移る。 例の ハイカラ は 浜 行の 茶 船 

へのる。 自分 は 蚕種 検査の 先生方の 借り切り 船へ 御 厄 

介に なった。 須 崎の ある 人から i 荷 新地の 醜業婦へ 手 

紙 を 託された とか 云って、 それ を 出して 見せびらかし 



とくげ つろう 

ている。 得 月楼の 前へ 船 をつ け 自転車 を 引上げる 若者 

が ある。 楼 上と 門前と に 女が 立って うなずい ている。 

ま つ はな 

犬 引 も 通る。 これらが 煩悩の 犬だろう。 松が 端から 車 

しも まち おうてす じ 

を 雇う。 下町 は 昨日の 祭礼の 名残で 賑やかな 追手 筋 を 

小さい 花 台 を かいた 子供 連が ねって 行く。 西洋の 婦人 

が 向う から 来て これと すれちがった。 牧牛 会社の 前 ま 

えの き 

でく ると 日が 入り かかって、 川端の 稷の 霜枯れの 色 

たかさ かばし 

が 実に 美しい。 高 阪橋を 越す 時 東 を 見る と、 女学生が 

大勢 立 つ ている と 思 つ たが、 それ は 海老茶 色の 葦 を 干 

して あるので あった。 

(明治 三十 四 年 十 一 月) 
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